
 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学力として、表現力を磨く！～『みらい考』グループ交流会より～ 
以前にも御紹介してきました『みらい考』の

まとめとして、グループ交流会を１１月１８日

（木）に実施しました。『みらい考』は、本校

教員がそれぞれの教科・科目の特性を生かして

幅広く設定したおよそ１２０のテーマの中か

ら、生徒それぞれが興味のあるものを選択し、

１学期は書籍やインターネットによる検索を、

夏季休業中にはオリジナル調査（関連施設の見

学、聞き取り調査、アンケート調査、実験、観

察等）を行ってきました。２学期は、その結果

を簡潔に A4 サイズ１枚～２枚のレポートにま

とめ上げ、集大成として約８人を１グループと

し、１人３分でそれぞれの内容についてグルー

プ内で交流する取組を行いました。 

レポートにまとめ、発表する取組は、調査してきた様々な情報を正確に読み取る読解力、

必要な情報を取捨選択する能力、それらの情報をもとに、自分の考えを客観的・論理的に

展開する能力、そして自分の考えを正確に相手に伝えるコミュニケーション能力など、様々

な力を必要とする、いわば「総合的な学力」が求められます。この力は、今後の進路学習、

キャリア学習に繋がることはもちろん、将来、社会において求められる「生きる力」でも

あります。 

交流会は、クラスの枠を越えて普通科５クラスの生徒が入り混ざって実施しました。自分

と同じテーマについて仲間の発表を聴き、調査方法やレポートにおける表現の工夫、発表

の仕方など、様々な視点から互いに学び合うことができました。また、いくら素晴らしい

レポートをまとめても、その伝

え方によって聴き手の感じ方

が変わることも体験しました。

中には「レポートは横におい

て、こちらを見てください。」

と、黒板を使って説明したり、

実演や実験の様子を再現した

りするなど、限られた時間を有

効に使って分かり易く伝えよ

うとする発表も多く見られ、有

意義な交流会となりました。 

２年生では、自らの『進路』

をテーマにみらい考の取組を

継続する予定です。 

自己の進路を切り拓く礎と

位置づけています。 

学力向上フロンティア校に３年連続で指定 

 普通科の新しい取組に御注目ください！ 

 

自分の調べたテーマについて報告 

 

みらい考グループ交流会 全体風景 



 

 

 

『みらい考』レポート １年５組 衣川真矢（福知山市立夜久野中学校出身） 

 



 

 

 

 

 
 

 

1 年４組 大久保 咲乃 テーマ「ミヒャエルエンデの今日性」 

 今回、このレポートを作るにあたって、すごく時間を費やしました。

自分の考察を頑張って書き、今回の発表でそれを伝え、みんなにしっか

り聞いてもらえたことが嬉しくて、自分の意見を述べることは良いこと

だなと感じました。また、色々な人のレポート発表を聞いて、自分が持

っていたイメージを変えることができたし、新しく知ったこともあって、

とても勉強になりました。それを聞いて、自分のレポートについて反省

した点もあったし、次に生かせる点も発見できました。 

 交流会では司会を務めたけれど、グループのみんなが支えてくれたの

でスムーズに進められました。丌安でしたがすごく助かりました。 

 

１年２組 山本 達也 テーマ「福知山城の歴史」 

 みらい考は発表までの過程が長く、その割には発表時間は３分だけという、まとめるのが非常に難し

い交流会でした。 

 基本的にはパソコンでの資料集めが中心でしたが、明智光秀は情報量が非常に多く、どうまとめるか

が難しかったです。一方、朽木昌綱においては逆で、情報量が非常に少なく、どうするか迷いましたが、

福高の郷土資料館には貴重な資料があり、とても役に立ちました。 

 今回改めて発表の下準備の難しさを知り、今後に生かしたいと思いました。 

 

１年５組 松本 隆太郎 テーマ「虹色に見えるもの、その仕組み」 

 各個人がその内容に本当に関心があるんだなと伝わってくる発表ば

かりだった。調べ学習では多くを理解できたが、同時に全てを知るには

足りない部分が多すぎると感じた。 

 レポートは自分なりに納得のいくものができてよかった。自分で決め

たテーマということもあり、不えられた時間中は意欲的に取り組めたと

思うが、夏休みなど、自主的な活動がほとんどできなかったのが少し残

念だった。また、テーマに沿ってはいるが、テーマを満たしきれない内

容となったため、そこにも欠点を感じた。 

 これから大学へいくと、知識と自由さがどんどん増えると思うので、

その２つを最大限に活用できればどんどん成長していけると思う。ぜひ、それを実行に移したい。 

 

１年４組 亀井 一平 テーマ「味覚生物学～なぜ冷めた飯はまずいのか～」 

 調べる過程ではなかなか自分のほしい資料が見つからず、苦労することも多くあった。でも調べてい

く中で自分テーマを選んで良かったと思えたし、知らないことを知ることもできて良かった。レポート

作成でも、どうすれば相手に伝わりやすい資料を作り上げることができるか、どれだけ要点をまとめた

ものに仕上がるかということを考えて作ることができた。 

 実際に交流会を行ってみると、自分と同じテーマを選んでいる人がいなかったので少し驚いたが、そ

れだけ知らないことについて学べるのだと思い、この「みらい考」は良い取組だったと思う。 

 

１年５組 衣川 真矢 テーマ「発酵の科学」 

 この取組を通して、１つのテーマを決めて発表するにも時間もかかっ

て大変だと感じた。インターネットを使って調べたり、自分のテーマの

中で実際に何かを作ってみたりと、忙しかったけどやりきれて良かった。

レポートの作成に初めてパソコンを使ってやってみたけれど、すぐに直

したり、付け替えたりできるメリットがあったが、慣れない作業で手間

取ったり、印刷時のサイズなど、失敗したところも多くあった。交流会

は静かに取り組めて良かった。 

 



 

 

 
１年３組 永井 滉樹 テーマ「アイザック・ニュートン」 

 １つ調べたいことがあったら、こんなにも簡単に情報が入る世の中が

すごいと思った。レポート作成にはあまり時間をかけなかったところが

反省点だ。 

 交流会を通して、1 人 1 人しっかりと調べていて、自分より良い発表

がいくつもあった。それなのに自分の発表が良かったと言ってくれたみ

んなに感謝です。 

 発表するグループに知っている人が３人しかいなくて、少し丌安だっ

たけど、グループのまとまりがあってとても発表しやすかった。 

 正直みらい考をやっている途中は面倒だと思ったけど、みんなにしっかり受け入れられる発表になっ

たのでよかった。また機会があればやってみたいと思った。 

 

１年４組 坂本 涼輔 テーマ「プラズマについて」 

 いつもは何とも思っていないことを調べてみると、新たな視点や知識を得ることができて、とてもた

めになった。レポートを作成する上で、集めた多くの情報からどれを使うのか、どれが一番興味を持て

て、わかりやすいかを考えながら作るのが大変だった。字が小さく、図や写真もなかったので、次回こ

のような機会があれば、もっと丁寧に作成しようと思った。交流会では自分とは違うテーマの人の発表

を聞いて、なぜこの人はこのテーマを選んだのか、どのようなことを伝えたいのかが伝わってきて、ま

たそれも勉強になった。 

 

１年５組 横川 雄大 テーマ「科学マジックとその原理」 

 自分で調べるときは興味があることだったのでとても楽しくできまし

た。レポートの作成は、少し苦手なので伝えたいことを全て伝えきれて

いないと思う出来でした。交流会ではみんなの調べた内容がどれも興味

をひかれるものばかりで、「なるほど」と思って聞くことができました。 

 このみらい考の取組で、自分で調べ、考えたことを発表するというこ

とを通してそのことの難しさやその中でもどうやって楽しく相手に伝え

られるかを考えることができました。今回の経験を生かしていきたいで

す。 

 

１年２組 藤原 加由季 テーマ「携帯電話のメリット・デメリット」 

 携帯電話を調べると、とても長い英語の言葉や難しい漢字が大量に出てきてまとめるのが大変でした。

レポートをうまくはまとめることができなかったけど、伝えたいことは書けたし、言えたので良かった

です。 

 交流会では違う組のみんながそれぞれ今までの調べてきた成果を発表していて、自分自身とてもため

になったし、今までの頑張りが目に見えて、みんなとてもいい発表でした。今回知ったことは今後に生

かしていきたいと思います。 

 

１年１組 白髭 明菜 テーマ「試合で緊張しないためには？」 

 今回のみらい考をきっかけに、自分でも気になっていた試合で緊張

しない方法というのを調べてみて、実際試合の前とかに試してみると、

効果があったので、調べて良かったと思ったし、これからも活用して

いきたいと思った。 

 交流会では自分と同じテーマの人の発表が聞けて、自分が調べたこ

と以外のことを聞けて参考になったけど、もっとたくさんの同じテー

マの人の発表が聞きたかった。効果的な筋トレは、いつもやっている

のと違う方法が知れて、自分のためにもなって良かった。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


